












研究目的 

新生児の低酸素症の治療・予防に人工換気療法の果す役割は大きい。しかし従来の人工換

気においては,PaO2 は換気時の加圧の高さに比例し,重症例で十分な酸素化を計るために

は気道内圧を上げねばならず,気道の圧損傷(barotrauma)が問題となる。とくに新生児の慢

性肺障害時にあっては出来るだけ低い気道内圧での人工換気がのぞましく,従来の人工換

気法の改善改良がまたれてきた。 

最近,生理的な呼吸回数を越えた換気回数を用いた高頻度換気(high frequency 

ventilati-on;HFV)により,1 回換気量が小さく,このため低い気道内圧で良好な酸素化が

得られることが示され,われわれも昭和 58 年度の本研究班の研究においてオイレン酸肺障

害の幼若ウサギのモデルを用いてその効果を確認した。 

しかし昨年度の本研究においては,エラスターゼ気道内注入により作成した慢性肺障害幼

若ウサギのモデルでは,air trap のため血圧の低下をもたらす危険を報告し,換気法の改良

の必要性を述べた。 

そこで本年度の研究においては,jet venti-lator を改造し,2 方向 jet 流をもつ

venturi-tube を用いて,低圧換気を試みた。 


